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　長坂小学校敷地内の受電施設（キュービクル）内に、平成23年11月頃まで

保管していたトランス（２台）の所在が不明になっています。市民の皆さまには、

ご心配をお掛けしており、深くおわび申し上げます。

　１台は重量が472㎏で、ＰＣＢ含有量は法律で定められている基準値未満

ですが、もう１台は重量132㎏で、ＰＣＢ含有量が１㎏あたり6.0㎎含まれてお

り、「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施行

規則第３条」により規定されている基準値を超えるため、ＰＣＢ廃棄物として

適正に処分する必要があります。

　当該トランスが破損、液漏れした状態で見つかった場合、周囲への影響につ

いては含有量が微量であることから、環境被害、健康被害などの影響はほとん

ど心配されることはありませんが、心当たりのある人、あるいは発見した人は、

下記問い合わせ先まで連絡をお願いします。

問い合わせ先　市役所東山支所教育文化課☎㊼4544

おわびとお願い
【ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）が含まれる単相変圧器（トランス）の所在不明について】

PCB 含有量基準値超 PCB 含有量基準値以下

型番　種類 単相変圧器 単相変圧器

製造者名 東北電機製造㈱ 日立製作所

製造番号 HR-CRI　390223 SOB-CR　3623493

製造年月 1973 年11月 1973 年－月

容量 15KVA126リットル 75KVA122リットル

重量 132 ㎏ 472 ㎏

PCB 濃度 6.0m g/kg 0.5 m g/kg 未満
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わりたい」という思いが強くなった。平泉の世
界遺産、餅料理など「和食」のユネスコ無形
文化遺産登録やＩＬＣなど、国内外から多く

の人が訪れる今こそ「一関の魅力をみんなが

共有し、市民レベルで情報発信することが大
事」と提案する。「農村の日常を体験できる機
会を増やすことで、観光とは違う価値や魅力
が見えてくるかもしれない」とも。
　第二の古里の発展を心から願う24歳。彼
の存在は、春を待ちわびる田河津の人たちの

心に、ひと足早い「東
こ ち

風」になってやさしく吹
き渡る。
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　特定非営利活動法人地球緑化センターの

「第20期緑のふるさと協力隊」として昨年４
月、東山町田河津に着任した裕樹さん。さい

たま市出身の24歳は、緑の山里で農業や地
域活動に精力的に取り組んでいる。
　春から秋は農業に従事。水稲、トマト、小
菊などを栽培した。農閑期の今は、地元の特
産品「東山和紙」の製造を手伝っている。ほ

かにも、消防団やバドミントンサークルに所
属し、積極的に活動しながら市民との交流を

深めている。中でも消防団の「纏
まとい

振り」と「は

しご乗り」に「かっこいい」とほれ込み、自ら

志願してはしご乗りに挑戦した。一方、伝統
芸能や文化にも興味津々だ。地域行事に参加
したことが縁で三味線を習うように。今では

「マイ三味線」を持ち、レパートリーも増えた。
　「北国の冬体感真っ最中」の裕樹さん。氷
点下９℃の気温に驚き、凍結した水道管にお

湯を掛けて解凍した。「解けて水が出たとき

は、ほっとした」と苦笑いする。初めてづくし

の農村生活も残すところあと一月半。充実し

た田河津の生活は、あっという間だった。
　都会と農村の「日常」の違いについて、「不
便は当たり前。むしろ、工夫して生み出す暮
らしの知恵を学ぶことができた」ときっぱり。
「人脈を広げることができるだろうか」という

当初の不安は、もうない。「コミュニティーは

小さいけど度量が大きい。みんなが顔なじみ

でいつも声を掛けてくれたり、心配してくれ

たり、そんな温かいつながりがうれしかった」
と感謝する。
　都会では難しい「人づきあい」が、自然にで

きる田河津の暮らしに心から幸せを感じた。
「住民との絆を生かしながら、地域づくりに関

石塚裕樹さ
ん File_19

Profile

1989年埼玉県岩槻市（現

さいたま市岩槻区）生ま

れ。東京農大地域環境科
学部造園学科卒。12年9

月ＮＰＯ法人地球緑化セ

ンターの若葉のふるさと

協力隊に参加。本市大東
町京津畑集落を訪れた

ことがきっかけで、同法
人の緑のふるさと協力隊

に応募。本市への派遣を

希望し、13年4月から東
山町で暮らす。

特定非営利活動法人
　地球緑化センター第20期緑のふるさと協力隊員

Ishizuka Yuki　24　東山町


